
                         

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立間っ子 大活躍でした～市水泳記録会～ 

７月21日(木)、吉田小にて、市水泳記録会が行われました。児童はこれま 

での練習の成果を発揮し、自己ベスト更新を目指して、一生懸命に頑張りま 

した。特に2 0 0ｍ混合リレーでは、大会新記録を樹立するなど大変立派な成 

績を残しました。上位入賞者は、以下のとおりです。（敬称略） 

２５ｍ自由形       ３位 ６年 河野 凌聖    ２位 ６年 岡田 一純 

    ７位 ４年 河野 紗良 

５０ｍ平泳ぎ       ６位 ６年 宮河 麗夢 

５０ｍバタフライ     １位 ５年 水谷 結和 

2 0 0ｍ混合リレー    １位 ６年 宮河 麗夢  河野 凌聖  岡田 一純 

   ５年 水谷 結和   ※ 大会新記録 

  

防災教育の充実 ～防災さんぽ＆避難訓練～ 
５日（月）、防災さんぽをしました。自分たちの家の回りを歩き、危険だなと思うところを見付けたり写真を撮影し

たりと、充実した活動になりました。また、保護者や地域のみなさんにも参加していただき、貴重なお話を聞くことが

できました。ありがとうございました。これから実用的な防災マップを作っていきます。 

 13日（火）、火災を想定した避難訓練をしました。非常ベルが鳴り響く中、児童たちは真剣に避難しました。避難後、

水消火器を使った訓練や放水訓練、車両見学など、普段できない経験をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「姿勢の防災教育」の推進          坂本新一郎 
 夏季休業中に発出された新型コロナウイルス感染症に関する「愛媛県ＢＡ.５対策強化宣言」を
受け、9月上旬に予定していた『防災さんぽ』は規模を縮小して実施しました。まだまだ、平成
30年7月豪雨災害の爪痕の残る立間地区を、小学生の目線で観察して回りました。今後、防災
さんぽで気づいたことや提案したいことなどを防災マップにまとめていき、1月に予定している
防災フェスティバルで発表したいと思います。 
さて、本校が取り組んでいる防災教育について、少し紹介させていただきます。防災教育を推

進する上で、自然の「恵み」と「災い」の二面性を伝えることが非常に重要です。本校では、地
域の良いところ（恵み）を知り、郷土への誇りとそれを大切にする気持ちを育んでいきます。そ
して、ときに発生する災害（災い）をやり過ごす知恵や「災害から生き抜く力」を身に付けさせ
ます。地域への愛着があるからこそ、いざという時に自らの命を守り抜くための主体性が生まれ
ます。これを「姿勢の防災教育」と呼び、これまでに教えてきた内容を「恵み」と「災い」とい
う自然の持つ二つの側面として伝え、「自然と向き合う正しい姿勢」を身に付けさせていきます。  
災害へ備えることは、自然の恵みを享受した生活を送るために必要不可欠な「その地に住まう

お作法」だと言えるでしょう。 

令和４年９月26日 

宇和島市立立間小学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


